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今
年
２
０
１
５
年
も
あ
と
少
し
と
な

り
ま
し
た
が
、
後
援
会
会
員
の
皆
様
に

は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
皆
様

に
は
日
頃
か
ら
後
援
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
の
後
援
会
活
動
は
山
場
を
越

え
ま
し
た
。
地
域
別
教
育
懇
談
会
は
、

10
月
11
日
に
無
事
終
了
し
、
11
月
21
日

開
催
の
支
部
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
支

部
長
よ
り
各
地
の
様
子
を
報
告
頂
き
ま

し
た
。
特
別
事
業
は
、
11
月
22
日
開
催

の
特
別
事
業
委
員
会
に
お
い
て
、
今
年

度
の
事
業
で
あ
る
本
館
東
側
中
庭
池
造

成
の
完
了
を
確
認
し
、
ま
た
来
年
度
の

事
業
と
し
て
、
本
館
西
側
中
庭
池
の
整

備
を
行
う
方
向
性
で
意
見
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ
11
月
22
日
開
催

の
理
事
会
に
お
い
て
、
今
年
度
の
予
算

執
行
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

年
々
厳
し
さ
を
増
す
後
援
会
財
務
状
況

の
改
善
方
策
に
つ
い
て
ご
審
議
頂
き
、

今
後
も
持
続
可
能
な
後
援
会
活
動
の
予

算
の
考
え
方
を
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

「
日
本
の
工
業
技
術
を
支
え
る
技
術
者
を
め
ざ
せ
」

会
長
　
竹
中
 
哲
喜（
A4
埼
玉
）

た
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
来
年
度
予

算
を
編
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

は
東
京
大
学
の
梶
田
氏
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
岐
阜
県
神

岡
町
に
あ
る
実
験
施
設
を
テ
レ
ビ
等
で

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
実
験
装
置
の
主
要
な
部
品
は
静
岡

県
の
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
と
い
う
会
社
が

作
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
会
社
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
度

な
実
験
装
置
を
研
究
者
と
二
人
三
脚
で

開
発
し
て
い
ま
す
。
科
学
の
進
歩
に
は

優
れ
た
科
学
者
だ
け
で
な
く
、
科
学
者

を
支
え
る
優
れ
た
工
業
技
術
が
必
須
で

す
。
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
、

日
本
の
科
学
者
だ
け
で
は
な
く
、
科
学

者
を
支
え
る
日
本
の
工
業
技
術
の
優
秀

さ
を
証
明
す
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
日
本
工
業
大
学
で
学
ぶ
子
供
た
ち

が
、
将
来
、
日
本
の
工
業
技
術
を
支
え

る
技
術
者
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、

親
と
し
て
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
る
２
０
１
６
年
が
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
る
こ
と

を
、
ま
た
日
本
工
業
大
学
の
益
々
の
発

展
の
年
と
な
る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
も
良
い
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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平
成
27
年
度
の「
地
域
別
教
育
懇
談

会
」は
、支
部
主
催
18
会
場
、本
部
主
催

４
会
場
の
計
22
会
場
で
開
催
さ
れ
、合

計
561
組
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。開
催
に
あ
た
り
、支
部
長
を
は
じ

め
と
す
る
支
部
役
員
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
、心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
は
、
９
月
12
日
開
催
の
茨
城
県

支
部
の
地
域
が
、
開
催
直
前
に
豪
雨
に

襲
わ
れ
、
直
接
家
屋
に
被
害
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
道
路
が
不
通
だ
っ
た
り
、

ご
近
所
や
親
せ
き
で
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
の
お
手
伝
い
な
ど
が
あ
っ
た
り
と
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
方
に
は
、

後
日
開
催
さ
れ
た
近
県
会
場
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
他
に
、
近
県
会
場
に
は
、

福
島
県
、
栃
木
県
、
千
葉
県
支
部

か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
自
分
の
支
部
の
開
催

日
で
は
都
合
が
悪
い
が
、
他
の
会
場
な

ら
参
加
で
き
る
と
い
う
場
合
は
、
遠
慮

な
く
支
部
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
可
能

な
限
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、「
各

学
科
の
特
色
な
ど
詳
し
く
、
楽
し
そ
う

に
紹
介
し
て
下
さ
り
大
変
好
感
が
も
て

た
。」「
子
供
を
交
え
て
希
望
に
向
け
て

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
具
体
的
に
伺
え

た
。」「
質
問
す
る
こ
と
が
な
く
て
も
先

生
か
ら
濃
い
話
を
し
て
も
ら
え
る
の
で

気
楽
に
参
加
す
べ
き
だ
と
感
じ
た
。
参

加
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。」「
成

績
の
事
や
大
学
の
事
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
の
で
、
参
加
し
て
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。」「
個
人
面
談
で
、
質
問
に
対
し
て

し
っ
か
り
応
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
是

非
来
年
は
、
一
日
だ
け
お
時
間
を
く
だ

さ
い
。
来
年
も
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
懇
談
会
を
心
を

込
め
て
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

栃木県支部会場の様子

福県支部会場の様子
個人面談の様子（群馬県支部）

全体会の様子（近県）

平成27年度 地域別教育懇談会
〜全国22会場で開催されました〜
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平成27年度地域別教育懇談会実施結果一覧
（M＝機械工学科　P＝ものづくり環境学科　S＝創造システム工学科　E＝電気電子工学科　C＝情報工学科　A＝建築学科　L＝生活環境デザイン学科）

主催支部名 月日（曜）　 開催会場名 対象地域 大学側出席者
本部(北海道) 8月30日（日） 札幌市 ＫＫＲホテル札幌 北海道 12 4 33.3% 倉島総務部長
本部(四国) 8月30日（日） 高知市 高知県立県民文化ホール 四国 9 3 33.3% 佐藤財務部長
本部(九州) 8月30日（日） 鹿児島市 かごしま県民交流センター 九州 7 3 42.9% 波多野学長
岩手県支部 9月5日（土） 花巻市 渡り温泉 岩手県 27 12 44.4% 増本講師(M)　渡部教授(S)　竹村准教授(E)

粂野准教授(C)　武田教授(A)
福島県支部 9月5日（土） 郡山市 清稜山倶楽部 福島県 93 34 36.6% 林教務部事務副部長　野口准教授(M)　雨宮教授(P)

秋元助教(S)　吉野教授(E)　神野教授(E)
松田准教授(C)　田中准教授(A)　足立教授(L)

栃木県支部 9月6日（日） 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県 356 59 16.6% 倉島総務部長　村田教授(M)　張教授(M)
高木准教授(M)　八木田教授(P)　滝田准教授(S)
池添准教授(S)　青柳教授(E)　木許講師(E)
高瀬准教授(C)　佐藤進也教授(C)　武田教授(A)
竹内宏俊准教授(A)　金野助教(L)

群馬県支部 9月6日（日） 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県 274 45 16.4% 波多野学長　二ノ宮准教授(M)　滝澤准教授(M)
大澤教授(P)　田村准教授(S)　上野准教授(E)
辻村教授(C)　白石教授(A)　菊田助教(A)
高桒助手(A)　黒津教授(L)

近畿支部 9月6日（日） 尼崎市 ホテルホップインアミング 大阪府・京都府 23 7 30.4% 佐野准教授(S)　三坂教授(A)　川村教授(L)
奈良県・滋賀県
兵庫県・和歌山県

茨城県支部 9月12日（土） 土浦市 ホテルマロウド筑波 茨城県 361 48 13.3% 梅崎教授(M)　野口准教授(M)　桑原助教(P)
吉澤教授(S)　福田准教授(S)　高橋教授(E)
平栗准教授(E)　北久保准教授(C)　三坂教授(A)
菊田助教(A)　瀬戸教授(L)

長野県支部 9月12日（土） 長野市 長野第一ホテル 長野県 82 27 32.9% 竹内貞雄学生支援部長　高木准教授(M)　貫井講師(P)
竹村准教授(E)　中村准教授(C)　白石教授(A)
竹内宏俊准教授(A)

山梨県支部 9月12日（土） 笛吹市 ホテル春日居 山梨県 22 14 63.6% 中野教授(M)　三宅教授(S)　吉野教授(E)
山地教授(C)　徐准教授(A)

静岡県支部 9月19日（土） 静岡市 アイワンホール 静岡県 51 21 41.2% 滝澤准教授(M)　安原准教授(P)　櫛橋准教授(S)
平栗准教授(E)　江藤准教授(C)　小川教授(A)
佐々木准教授(A)

新潟県支部 9月21日（月・祝） 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県 62 22 35.5% 波多野学長　細田准教授(M)　飯塚教授(S)
大田助教(E)　大橋助教(C)　上田助教(A)
勝木准教授(L)

秋田県支部 9月26日（土） 秋田市 秋田温泉さとみ 秋田県 22 11 50.0% 竹内貞雄学生支援部長　八木田教授(P)　於保教授(E)
勝間田准教授(C)　徐准教授(A)

蔵王支部 9月26日（土） 山形市 悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県 95 35 36.8% 倉島総務部長　神教授(M)　長坂教授(M)
貫井講師(P)　秋元助教(S)　木村助教(E)
丹羽准教授(C)　松浦助教(C)　田中准教授(A)
吉村准教授(A)　足立教授(L)

千葉県支部 9月26日（土） 千葉市 バーディーホテル千葉 千葉県 219 27 12.3% 成田教務部長　大島教授(M)　増本講師(M)
桑原助教(P)　飯塚教授(S)　竹本助教(E)
神林准教授(C)　西本教授(A)

北陸支部 9月26日（土） 富山市 富山電気ビルディング 富山県・石川県 11 8 72.7% 佐藤建夫財務部長　二ノ宮准教授(M)　福田准教授(S)
福井県 高瀬准教授(C)　小川教授(A)

青森県支部 9月27日（日） 青森市 青森国際ホテル 青森県 88 27 30.7% 渡部教育研究推進室長　丹治講師(M)　安原准教授(P)
櫛橋准教授(S)　石川教授(E)　大橋助教(C)
上田助教(A)

本部(近県) 10月4日（日） 宮代町 大学 東京都・埼玉県 2,486 138 5.6% 波多野学長　成田教務部長　竹内学生支援部長
神奈川県 渡部教育研究推進室長　倉島総務部長

佐藤財務部長　林教務部事務副部長
日下部教務課長　鈴木学生支援課長
初見就職支援課長　各学科主任8名,M7名,P2名,
S4名,E5名,C5名,A4名,L1名,H3名

西中国支部 10月10日（土） 広島市 コンフォートイン広島平和大通 広島県・山口県 7 6 85.7% 古閑教授(M)　滝田准教授(S)　石原准教授(C)
島根県 武田教授(A)

東中国支部 岡山県・鳥取県 4 2 50.0%
沖縄県支部 10月10日（土） 那覇市 沖縄県青年会館 沖縄県 10 5 50.0% 藤田学園事務局長
東海支部 10月11日（日） 名古屋市 東京第一ホテル錦 愛知県・三重県 9 3 33.3% 林教務部事務副部長　石川助教(M)　石原准教授(C)

岐阜県 吉村准教授(A)
合　　計 22会場 4,330 561 13.0% 延べ176名

開催
市町村 会員数 出席者数 出席率

※職名は開催日現在
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第47回 若杉祭
「one〜一つになる」

東側中庭池造成工事完工平成27年度
後援会特別事業

11
月
１
日（
日
）、
栃
木
県
・
青
森
県
・
秋
田
県
・
蔵
王
・
福

島
県
・
千
葉
県
・
新
潟
県
・
群
馬
県
の
８
支
部
よ
り
、100
名
近

く
の
会
員
と
ご
家
族
が
大
学
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
に
て
波
多
野
学
長
の
講
話
を
聴
講
し
た

後
、
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ

ボ
、
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
、
工
業
技
術
博
物
館
等
を
見

学
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
「
学
長
の
お
話
が

楽
し
か
っ
た
」「
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
で
き
た
だ
け
で
も
来
た
甲

斐
が
あ
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支部連絡協議会

第3回目の理事会を開催

11
月
21
日
（
土
）、
大
学

学
友
会
館
に
お
い
て
支
部

長
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

波
多
野
学
長
臨
席
の
も
と
、

全
国
か
ら
25
名
の
役
員
・

支
部
長
ら
が
出
席
し
、
地

域
別
教
育
懇
談
会
や
日
頃

の
支
部
活
動
に
つ
い
て
報

告
し
、
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
例
年
に
増
し
て
積

極
的
な
発
言
が
あ
り
、
有

意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
平
成

27
年
度
特
別
事
業
と
し
て
ご
承
認
い
た

だ
い
た
本
館
東
側
の
中
庭
の
池
造
成
整

備
が
夏
季
休
暇
中
に
着
工
し
、
10
月
末

に
完
工
し
ま
し
た
。

新
た
に
池
と
遊
歩
道
を
造
り
、
周
囲

に
植
樹
を
し
て
自
然
な
雰
囲
気
の
憩
い

の
空
間
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
遊
歩
道
に

は
、
学
内
の
樹
木
剪
定
時
に
発
生
し
た

枝
の
チ
ッ
プ
が
敷
か
れ
て
お
り
、優
し
い

踏
み
心
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
池
に
は
、

水
質
を
管
理
す
る
た
め
の
循
環
装
置

（
濾
過
方
式
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
事
業
委
員
会
の
ご
意
見

を
取
り
入
れ
、「
災
害
時
用
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
」
や
緑
地
散
水
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
22
日
に
は
、
特
別
事
業
委
員
の

皆
様
が
現
地
を
検
証
し
ま
し
た
。（
写
真

左
下
）
ま
た
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
の
特
別
事
業
は
「
本
館
西
側

の
中
庭
整
備
」
と
す
る
方
向
で
意
見
が

一
致
し
、
同
日
の
理
事
会
に
て
承
認
を

得
ま
し
た
。
両
方
の
中
庭
が
一
対
と
な

っ
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
五
つ

星
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
称
号
に
相
応

し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
が
、
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

11
月
22
日
（
日
）、
大

学
14
号
館
に
お
い
て
今
年

３
回
目
の
理
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
過

去
最
多
と
な
る
86
名
の
理

事
が
出
席
し
、
地
域
別
教

育
懇
談
会
の
実
施
報
告
、

特
別
事
業
、
予
算
執
行
状

況
な
ど
の
議
題
に
つ
い
て

討
議
し
ま
し
た
。
理
事
会

の
議
題
、
出
席
者
等
は
後

援
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

11月１日（日）～３日（火・祝）の
３日間にわたり、大学キャンパスにお
いて若杉祭が開催されました。１日に
は、ホームカミングデーも開催されま
した。初日、最終日は晴天に恵まれ、
多くの来場者で賑わいを見せました。

完成した本館東側中庭

本館西側中庭の現在の様子特別事業委員による検証を実施（11月21日）

本
館
東
側
中
庭
に
憩
い
の
空
間
が
完
成

全
国
よ
り
支
部
長
が
集
い
意
見
交
換

支
部
合
同
大
学
視
察
研
修
を
実
施

中庭のステージを盛り上げるＮＩＴレンジャー

波多野学長の話を熱心に聴く会員の皆様

模擬店も行列ができるほどの大繁盛

ＳＬも走りました 子供たちもたくさん遊びに来てくれました



平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
日
（
木
）
後

援
会
会
報
九
十
九
号
、
後
援
会
の
し

お
り
（
平
成
二
十
七
年
度
版
）、
後

援
会
員
の
皆
様
へ
～
平
成
二
十
六
年

度
就
職
状
況
発
行

七
月
二
十
五
日
（
土
）
～
二
十
六
日

（
日
）
北
東
北
支
部
役
員
合
同
Ｏ
Ｂ

会(

岩
手
県
・
花
巻
温
泉)

七
月
三
十
日
（
木
）
～
三
十
一
日
（
金
）

学
生
自
治
会
主
催
夏
祭
り

七
月
三
十
日
（
木
）
～
八
月
二
十
五
日

（
火
）
カ
ナ
ダ
英
語
研
修
（
９
名
参

加
）

八
月
一
日
（
土
）
～
二
日
（
日
）
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

八
月
二
十
七
日
（
木
）
防
災
訓
練

八
月
三
十
日
（
日
）
四
国
地
区
教
育
懇

談
会
（
高
知
市
・
高
知
県
立
県
民
文

化
ホ
ー
ル
）、九
州
地
区
教
育
懇
談
会

（
鹿
児
島
市
・
か
ご
し
ま
県
民
交
流

セ
ン
タ
ー
）、北
海
道
地
区
教
育
懇
談

会
（
札
幌
市
・K

K
R

ホ
テ
ル
札
幌
）

九
月
四
日
（
金
）
成
績
発
表
（
郵
送
）

九
月
五
日
（
土
）
岩
手
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
花
巻
市
・
渡

り
温
泉
）、

福
島
県
支
部
教
育
懇
談
会
（
郡
山

市
・
清
稜
山
倶
楽
部
）

九
月
六
日
（
日
）
栃
木
県
支
部
教
育
懇

談
会
（
宇
都
宮
市
・
ホ
テ
ル
丸
治
）、

群
馬
県
支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会

（
高
崎
市
・
高
崎
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）、

近
畿
支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
尼

崎
市
・
ホ
テ
ル
ホ
ッ
プ
イ
ン
ア
ミ
ン
グ
）

九
月
十
二
日
（
土
）
茨
城
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
土
浦
市
・
ホ
テ

ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
）、
長
野
県
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
（
長
野
市
・
長

野
第
一
ホ
テ
ル)

、
山
梨
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
笛
吹
市
・
ホ
テ

ル
春
日
居
）、
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
コ
ン

高
校
生
大
会

九
月
十
三
日
（
日
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

九
月
十
九
日
（
土
）
静
岡
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
静
岡
市
・
ア
イ

ワ
ン
ホ
ー
ル
）

九
月
二
十
日
（
日
）
学
位
記
授
与
式
、

秋
季
入
学
式
、
留
学
生
別
科
修
了
式

九
月
二
十
一
日
（
月
・
祝
）
新
潟
県
支

部
教
育
懇
談
会
（
長
岡
市
・
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

九
月
二
十
四
日
（
木
）
秋
学
期
授
業
開
始

九
月
二
十
六
日
（
土
）
秋
田
県
支
部
教

育
懇
談
会
（
秋
田
市
・
秋
田
温
泉
さ

と
み
）、
蔵
王
支
部
教
育
懇
談
会

（
山
形
市
・
悠
湯
の
郷
　
ゆ
さ
）、
千

葉
県
支
部
教
育
懇
談
会
（
千
葉
市
・

バ
ー
デ
ィ
ー
ホ
テ
ル
千
葉
）、
北
陸

支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
富
山

市
・
富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）

九
月
二
十
七
日
（
日
）
青
森
県
支
部
教

育
懇
談
会
（
青
森
市
・
青
森
国
際
ホ

テ
ル
）

十
月
三
日
（
土
）
近
県
教
育
懇
談
会
打

合
せ
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
連
絡
協

議
会
、
保
護
者
の
た
め
の
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス

十
月
四
日
（
日
）
近
県
教
育
懇
談
会

（
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
対
象
、
大

学
で
開
催
）

十
月
十
日
（
土
）
西
・
東
中
国
支
部
教

育
懇
談
会
（
広
島
市
・
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
イ
ン
広
島
平
和
大
通
）、
沖
縄
県

支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
那
覇

市
・
沖
縄
県
青
年
会
館
）

十
月
十
一
日
（
日
）
東
海
支
部
総
会
・

教
育
懇
談
会
（
名
古
屋
市
・
東
京
第

一
ホ
テ
ル
錦
）、

十
月
十
七
日
（
土
）
宮
代
会
幹
事
会

十
月
二
十
三
日
（
金
）
特
別
研
修
日

十
月
二
十
五
日
（
日
）
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

十
一
月
一
日
（
日
）
福
島
県
支
部
・
青

森
県
支
部
・
秋
田
県
支
部
・
千
葉
県

支
部
・
栃
木
県
支
部
・
蔵
王
支
部
・

群
馬
県
支
部
・
新
潟
県
支
部
大
学
視

察
研
修(

学
長
講
話)

、
第
十
六
回
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

十
一
月
一
日
（
日
）
～
三
日
（
火
・
祝
）

大
学
祭
（
テ
ー
マ
「
ｏ
ｎ
ｅ
～
一
つ
に

な
る
～
」）

十
一
月
三
日
（
火
・
祝
）
第
二
十
九
回

建
築
設
計
競
技
表
彰
式

十
一
月
七
日
（
土
）
第
十
九
回
ス
タ
ー

リ
ン
グ
テ
ク
ノ
ラ
リ
ー

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
役
員
会
、
支

部
連
絡
協
議
会
（
支
部
長
会
）、
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
特
別
事
業
委

員
会
、
理
事
会

十
二
月
六
日
（
日
）
～
七
日
（
月
）
宮

代
会
臨
時
総
会（
静
岡
県
・
御
殿
場
）

十
二
月
十
三
日
（
日
）
第
32
回
吹
奏
楽

団
定
期
演
奏
会

4

後
援
会
行
事
抄

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

大原総務から熱田前近畿支部長へ
感謝状の贈呈

支
部
総
会
開
催

地
域
別
教
育
懇
談
会
と
同
日
に
10
支

部
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

内
９
支
部
で
支
部
長
が
交
代
し
、
前
支

部
長
に
は
会
長（
も
し
く
は
会
長
代
理
）

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
手
県
支
部
長
　
熊
谷
幸
次（
Ｌ
２
）

群
馬
県
支
部
長
　
小
池
良
典（
Ａ
３
）

近
畿
支
部
長
　
　
指
田
守
生（
Ａ
３
）

茨
城
県
支
部
長
　
横
田
　
武（
Ｃ
３
）

長
野
県
支
部
長
　
畔
上
栄
一（
Ａ
３)

山
梨
県
支
部
長
　
武
井
　
實（
Ａ
３
）

静
岡
県
支
部
長
　
夏
目
和
敏（
Ｍ
３)

北
陸
支
部
長
　
　
吉
田
靖
志（
Ａ
３
）

沖
縄
県
支
部
長
　
大
城
末
治（
再
任
・
Ｅ
４

）

東
海
支
部
長
　
　
中
田
智
昭（
Ｃ
１
）

～
以
上
開
催
順
、
敬
称
略
～


